Encoding of direction and combination of movements by primate putamen neurons by ウエダ, ヤスマサ & 上田, 康雅
Osaka University









氏 だ やす まさ名上田康雅
博士の専攻分野の名称 博士(理学)
学位記番号第 18210 号
学位授与年月日 平成 15 年 12 月 18 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
基礎工学研究科システム人間系専攻
















異なる運動の 4 つの組み合わせ運動課題をおこなわせた。まず、視覚刺激の誘導によって 4 つの中一つの組み合わせ
運動を遂行させ、次に同じ組み合わせ運動を、視覚誘導刺激を与えずに短期記憶依存的に計画・遂行させた。
その結果、課題に関係する線条体ニューロンの 60% (42/69) は、 2 つの運動の組み合わせにおいて、第一の運動




















関連した活動を示した被穀ニューロンのうち、 4割は運動の組み合わせに選択的な活動を示し、 6 割は最初に行う動
作の方向によって反応を変化させた。前者のニューロン活動は、複数動作の順序や組み合わせを構成することに関わ
ると考えられる。後者のニューロンの動作方向の選択性は、手順提示課題と記憶依存課題の間でよく保存されている
ことから、これらのニューロンは視覚空間情報の処理に関わると考えられる。これらの結果は、被殻ニューロンが複
数動作の構成やその実行に関わることを示唆している。
以上の成果は、自ら開発した独創的な行動課題に基づいて得た運動制御の脳内メカニズムの理解を進める重要な知
見であり、博士(理学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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